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ＳＴＲＪ ＳＴＲＪ２０１６ 
ＷＧ１５（ＭＥＭＳ）活動報告 

 
～ＩＴＲＳでのＭＥＭＳ動向と 

今後を牽引する出口アプリ動向紹介～  

     

2016年３月４日（金） 
ＷＧ１５主査：古賀章浩（東芝） 

活動報告「WG15 ＭＥＭＳ」 
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構成メンバー 

氏名 組織 役割 
古賀 章浩 （株）東芝 主査 

小島 光男 ローム（株） 委員 

中柴 康隆 ルネサスエレクトロ
ニクス（株） 

委員 

中澤 文彦 （株）富士通研究所 委員 

池田 浩一 ソニー（株） 委員 

田中 徹 東北大学 特別委員 

年吉 洋 東京大学 特別委員 

三原 孝士 （財）マイクロマシン
センター 

特別委員 
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報告内容 

１. 概要 

 ～スコープ：短期と中期の区分の考え方～ 

２. 短期（～５年）ロードマップ検討 

 ～顕在化市場でのコスト・サイズ～ 

３. 中期（５年～）牽引デバイス検討 

 ～ヘルスケア、ＩｏＴ応用～ 

４．今後の計画 
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報告内容 

１. 概要 

 ～スコープ：短期と中期の区分の考え方～ 

２. 短期（～５年）ロードマップ検討 

 ～顕在化市場でのコスト・サイズ～ 

３. 中期（５年～）牽引デバイス検討 
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スコープ 

短期（～５年）ロードマップ検討 

～顕在化市場でのコスト・サイズ～ 

中期（５年～）牽引デバイス調査 

～ヘルスケア、車載～ 

加速度計等 

特徴 
・搭載アプリ毎にスペック  

 バランスが異なる。 

・パッケージ、テスト工程が   

 占めるコストが大きい。 

・ロードマップは、顕在化 

 ニーズを短期で調査。 

・コストを中心に調査。 

モバイルインターネットの次は？ 

ヒアリング 
・ヘルスケア用途、ウェアラブルデバイス、車載   

 デバイス等の次の牽引デバイスとしての可能性  

 を調査。 
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ＭＥＭＳ市場の拡大予測は変わらず（～2018） 
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牽引アプリを見定めて短期（～５年）ロードマップ検討 

• スペックはアプリ依存が大きく、アプリから独立した検討は困難。 

 （例：搭載する加速度の軸数とセンシング感度にトレードオフ関係） 

 

• 牽引アプリを定めて、その領域でのロードマップを検討。 

 （例：モバイルインターネット領域での加速度センサ、角加速度センサ） 

 

• インテグレーションパスの考え方を提唱・議論。 
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インテグレーションパスとは？ 
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慣性センサをモチーフとしたロードマップ検討 

• 既に市場が顕在化しており、ロードマップ検討による更なる市場拡大へ。 
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次の牽引デバイス検討 

Figure MEMS  Illustration of the time evolution of the computer from mainframe, mini, PC, laptop, to the present era of 

mobile Internet. Each step has an accompanying exponential growth in the number of units manufactured and sold (Source: 

2009 Morgan Stanley Estimates). 

モバイルインターネットの次は？ 
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次の牽引デバイス検討 

• ヘルスケア、車載をウオッチ。モバイル視点でエナジーハーベストにも注目。 
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次の牽引デバイスとしてのヘルスケア向けウェアラブル 



Work in Progress - Do not publish STRJ WS: March 4, 2016,ＷＧ１５（ＭＥＭＳ） 13 

報告内容 

１. 概要 

 ～スコープ：短期と中期の区分の考え方～ 

２. 短期（～５年）ロードマップ検討 

 ～顕在化市場でのコスト・サイズ～ 

３. 中期（５年～）牽引デバイス検討 

 ～ヘルスケア、ＩｏＴ応用～ 

４．今後の計画 
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短期（～５年）でのサイズ・コスト 

ペンディング 
テスト専門メーカ（海外）にテスト 
工程の内訳開示をＳＴＲＪ－ＷＧ経 
由で依頼するも開示は難しい状況。 
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ＩＴＲＳーＴａｂｌｅ（加速度計）より 
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ＩＴＲＳーＴａｂｌｅ（ジャイロ）より 
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報告内容 

１. 概要 

 ～スコープ：短期と中期の区分の考え方～ 

２. 短期（～５年）ロードマップ検討 

 ～顕在化市場でのコスト・サイズ～ 

３. 中期（５年～）牽引デバイス検討 

 ～ヘルスケア、ＩｏＴ応用～ 

４．今後の計画 
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ヒアリング（～２０１６年３月） 

年月 講師 テーマ 分類 

１５年１１月 
前中一介氏 

（兵庫県立大学） 
ヘルスケア向けウェアラ

ブルデバイス*1 
ＭＥＭＳ 

１６年１月 

神永 晋氏 

（予定） 
（住友精密工業） 

ＩｏＴの動向 

（ＭＥＭＳへの期待） 
ＭＥＭＳ 

18 

*1：前年度のSTRJ会員企業メンバーのCES（１５年１月６日 

  ～９日）での動向調査を参考にヘルスケア分野でのウェ 

  アラブルデバイスをヒアリング。 
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ヘルスケア分野でのモバイルデバイスの動向 
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ＣＥＳでの動向サマリ 

• 基調講演に、ドイツDaimler社と米Ford Motor社（昨年はド
イツAudi社）。トヨタ自動車やドイツAudi社、Volkswagen
社などが記者会見を開催予定。自動車のエレクトロニクス化が急
速に進展していることを反映。 

– CES翌週に開催される「NAIAS2015」（デトロイトモーターショー）と連続で
参加する自動車業界、エレクトロニクス業界関係者が増加傾向 

• 自動車のエレクトロニクス化以外のトレンドとしては、ウェアラブル
端末をはじめとするインターネット端末の多様化。 

– スマートウォッチ／リストバンド型、メガネ型、指輪型などのウェアラブル端末 

– 大手企業だけでなく、欧米のスタートアップ企業による新しい提案が多数 

• クラウドコンピューティングを可能にするスマホの普及と、センサ、無線通信技
術の低コスト化、低消費電力化がスタートアップ企業の参入を可能に 

• 自動車分野も含め、家庭内や外出先にあるさまざまなモノのイン
ターネット化（IoT）が加速。 

 

http://www.naias.com/2015-show/public-show.aspx
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ＣＥＳでのヘルスケア／ウェアラブル動向 

• West会場（Sands Expo）には様々なウェアラブル端末が多
数展示 

– スマートウォッチ／リストバンド 

• アナログ時計にスマート機能を搭載、アナログ時計調の文字盤表示、バンド
のバリエーションの多様化など、ファッション性重視の製品が増加 

• 単なる活動量計機能だけでなく、脈拍計測機能の搭載が加速 

– 眼鏡型、イヤホン型 

• これまでは映像表示がメインだったが、センシング機能の活用もチラホラ 

– 指輪型 

• センシングだけでなく、ジェスチャ操作への活用も 
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ヒアリング（～２０１６年３月） 

年月 講師 テーマ 分類 

１５年１１月 
前中一介氏 

（兵庫県立大学） 
ヘルスケア向けウェアラ

ブルデバイス*1 
ＭＥＭＳ 

１６年１月 

神永 晋氏 

（予定） 
（住友精密工業） 

ＩｏＴの動向 

（ＭＥＭＳへの期待） 
ＭＥＭＳ 

22 

*1：前年度のSTRJ会員企業メンバーのCES（１５年１月６日 

  ～９日）での動向調査を参考にヘルスケア分野でのウェ 

  アラブルデバイスをヒアリング。 
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ヒアリング資料より 
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ヒアリング資料より 
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ヒアリング資料より 
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ヒアリング資料より 
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ヒアリング資料より 
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ヒアリング資料より 
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コメント 
ヘルスケア向けウェアラブルデバイスが次のＭＥＭＳ牽引デ
バイスになる可能性は？ かけているものは？ 

単に面白いというフェーズから、取得した生体データを活用
したマネタイズ／ビジネスモデルの有効性検証フェーズへ。
検証後必要なＭＥＭＳデバイススペックも定まるのでは。 

Ｑ： 

 

Ａ： 

定まったスペック毎にＭＥＭＳデバイスを最適化し、個々に
は数量が少ないとの懸念から事業拡大に至らないのでは？ 

逆の発想を持っている。数多くの種類のセンサ（機能）を持
つプラットフォームデバイスを製作し、個々の用途に応じて
機能を選択（配線等で）し、提供してはどうか。 

Ｑ： 

 

Ａ： 
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報告内容 

１. 概要 

 ～短期と中期の区分の考え方～ 

２. 短期（～５年）ロードマップ検討 

 ～顕在化市場でのコスト・サイズ～ 
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ＳＴＲＪ解散に伴いこれまでの活動を総括 

• ＳＴＲＪ解散に伴い、ＷＧ１５の活動も２０１６年６月までとなる。 

  これまでの議論を整理し、今後アプリ出口として拡大が期待される、 

 

  １）ウェアラブル・ヘルスケア用途 

  ２）ＩｏＴ応用 

 

  で、ＭＥＭＳデバイス（本体、周辺技術）に期待される技術動向への  

  委員見解をまとめる。 


